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本研究では旅行と教育の関係として修学旅行に焦点を当て，修学旅行に対して文部科学省が意図する「旅の人づ

くり効果」を探った．明治期において修学旅行に対する政府の指示が始まったころには，ドイツの修学旅行を参考

にして生徒自身の判断を要求する，自主性の高い旅行を実施していた．だが1955年に修学旅行生を乗せたフェリー

の転覆事故が発生し，学校や教師の管理が求められ始めると，修学旅行での生徒の自主性が失われた．しかし2002

年の学習指導要領改正でゆとり教育や総合学習が始まり，教科学習にとどまらず生徒が自分で総合的に判断する能

力が求められ始めた．この教育を受けた世代は，従来より旅行に出る割合が増加していた． 
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1. はじめに 

 

 (1) 研究背景と目的 

近年の交通に関する研究では，交通需要予測や，国土

開発計画，都市と地方の格差問題など，交通の発達によ

る影響に関するものが多い．だが，交通を必要とする根

本的な理由や，旅に出る本質的な動機について研究され

た例は少ない． 

さらに，近年は日本で若者の海外旅行者数が減少傾向

にあることが課題となっている．旅に特別な意義と可能

性があるのならば，旅行者が減っていることは日本とし

て何らかの損失につながっていることを意味する．この

損失が何であるのかを推察するために，旅の本質的意義

と可能性と探ることを本研究での大きな目的とする． 

田中（2012）などの先行研究によると，旅には人づく

りの効果・教育的効果があることが分かっている．教育

と旅と聞いて，まず思い浮かぶのは修学旅行，または林

間学校・遠足なども含む教育旅行であろう．そこで本研

究では，修学旅行の目的や催行の形式などの変化，諸外

国での状況などを調べ，修学旅行に求められる効果を考

察する．その結果から，広く旅の意義を類推する． 

 

(2) 研究の方法 

まず，修学旅行など法令に定義が存在する旅行につい

て，その法令を時代ごとに調査した．文部省などの行政

機関が出版した指導書も，法令と同様のものとして調査

した．それらを用いて，発布・刊行当時の政府が修学旅

行にどのような教育的意義を期待していたかを追跡した．

また，日本修学旅行協会が学校を対象に実施した修学旅

行に関するアンケートの結果も，学校が意図する修学旅

行の目的などを把握するために分析した． 

次に，教育旅行の起源について，文献調査やインタビ

ュー調査を基に目的や実施方法を調べた上で，現代の修

学旅行と比較した．また，その起源となる教育旅行が生

まれた国が現在どのような教育旅行を実施しているかを

考察した．また，日本に関しても近現代に刊行された旅
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に関する記述と修学旅行も比較し，現代の若者が受けた

教育と旅への動機との関連や，一部の現代の若者が実施

した旅と修学旅行が有する意義の関連を考察した． 

 

 

2. 政府文書等に見る修学旅行 

 

 (1) 現在の学習指導要領における修学旅行 

はじめに，現行の法令を分析して現在の修学旅行の意

義に関する課題を探る． 

学習指導要領は平成に入ってから大きく4回改定され

たが，修学旅行に関する記述は平成元年の改定から変化

がない．現在の学習指導要領における記述は，以下の通

りである． 

「平素と異なる生活環境にあって，見聞を広め，自然

や文化などに親しむとともに，集団生活の在り方や公衆

道徳などについての望ましい体験を積むことができるよ

うな活動を行うこと」（中学校学習指導要領・高等学校

学習指導要領，第5章特別活動，旅行・集団宿泊的行事） 

「自然の中での集団宿泊活動などの平素と異なる生活

環境にあって，見聞を広め，自然や文化などに親しむと

ともに，人間関係などの集団生活の在り方や公衆道徳な

どについての望ましい体験を積むことができるような活

動を行うこと」（小学校学習指導要領，第6章特別活動，

遠足・集団宿泊的行事） 

高校・中学校では「旅行」を学校行事として認めてい

るが，小学校では「遠足」にとどまる．小学校では「自

然の中での集団宿泊活動など」と具体的な実施状況が提

示されているが，中学校・高校はあくまで「平素と異な

る生活環境」とだけ定義される．小学校では主に林間学

校や臨海学校などの野外活動を念頭に置いていると思わ

れる． 

上記の文書を要約すると，修学旅行の目的は「平素と

異なる生活環境」で「望ましい体験」を得ることとなる．

この文言だけでは政府が修学旅行に対して具体的に何を

期待しているのかは把握しにくい．また「見聞を広め」

「集団生活の在り方や公衆道徳」を学ぶのは，座学でも

学ぶことはできる．修学旅行は他の行事・授業で代替さ

れうる可能性がある． 

では，修学旅行ははじめから何かに取って代わられる

ことを意識して創設されたのだろうか．そもそも，なぜ

修学旅行は日本の教育に導入されたのか．修学旅行の創

設時から近年までの法令・公文書における変化を探る． 

 

(2) 明治期の修学旅行 

a) 文部省刊行の『独国ノ修学旅行』に込められた意義 

日本修学旅行協会発行の『修学旅行のすべて2005（平

成十七年）Vol.24』に，日本の修学旅行の歴史がまとめ

られている．その中で，修学旅行に関する政府文書を探

したところ，文部省が刊行した『独国ノ修学旅行』が，

最も古い政府文書であることが判明した． 

1886年に東京師範学校が「長途遠足」を実施して以来，

日本各地で修学旅行が実施されるようになった．全国各

地で違った形で修学旅行が実施されている現状を鑑み，

文部省普通学務局は1900年に『独国ノ修学旅行』を刊行

し，修学旅行の理念・目的を明言した上で，その具体的

な実施方法を規定した． 

① 修学旅行の定義 

まず，文部省による『独国ノ修学旅行』における修学

旅行の定義は以下の通りだ． 

「修学旅行トハ全校生徒ガ一人以上ノ教師ノ指揮ノ下

ニ少クトモ二日（宿泊ヲナシテ）旅行シテ体育知育情育

意育ニ等シク益セシムルコトヲイフ」（p.1） 

複数人で数日間の旅行を経験することが，修学旅行の

定義とされた． 

② 修学旅行の目的・意義 

 何を目的として学校は修学旅行を実施すべきか，『独

国ノ修学旅行』において文部省は概略を示した．その目

的からは，以下に挙げるとおり，広く旅の意義も推察さ

れる． 

「修学旅行ハ教育ノ手段トシテ最良ノモノナリ」

（p.1） 

「此等変化セル地位ニ相応スル統御ノ準則ヲ設ケテ生

徒ヲシテ地位ノ異ナルニ従ヒテ其レ相応ノ挙動規律ノ下

ニ立タシメ多クノ行動ノ機会ヲ得シムベシ」（p.2） 

「経験ニ由レバ此行動ハ学校ニ於ケルヨリハ一層熟考

的，意識的ノモノトナリ」（p.2） 

「生徒ノ性格上ニ直接ノ影響ヲ及ボス所ノ訓育ヲ施ス

ベキ機会ヲ供ス」（p.2） 

「道徳的性格ノ基礎ヲ為スニ主要ナル条件ハ生徒ニ行

動ノ機会ヲ多ク与フルニアリトイウヲ思ヘバ修学旅行ガ

訓育上即チ性格修養上ニ指趣ヲ有スルノ理自ラ明白ナル

ベシ」（p.3） 

「行動ニ多クノ機会ヲ与フルモノハ修学旅行ニ若クモ

ノナシ教授上ニテハ只想像的ノ行動ノミナレモ旅行ニテ

ハ実際ノ決断ヲ施ス機会アリ」（p.3） 

「教授ニテハ受ケ取ラントスル児童ノ精神ト受ケ取ラ

ルベキ材料トガヨク結合スレバ其教授ハ爰ニ成功ヲ告ク

ルモノトス」（p.6） 

「児童ヲシテ益々受取リ得ベキ能力ヲ発達シ益々観察

ヲ精鋭ニシ益々其興味ヲ多方面ニ広グルヤウニナラシム

ルコト即チ教授ノ目的ナリ（中略）適当ナルモノハ教育

的修学旅行ニ若クモノナシ」（p.6） 

「経験的興味ニ関シテイヘバ旅行中児童ニ印象ヲ興フ

ル自然界及人生上ノ現象ハ児童ガ之ヲ自己ノ有トナシ得

ザル程移シ学校ニ於ケル十週間ノ授業ヨリモ一週間ノ旅
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行ノ方寧ロ多ク材料ヲ供給ス」（p.6-7） 

「美的興味ヨリ見ルニ自然界及人工的美術中ニハ此興

味ヲ満足セシムベキモノ数多シ」（p.7） 

「此興味ハ他ノ興味ヨリモ喚起セラルルコト難ケレド

モ旅行ニ於テ始メテ之ヲ喚起スベキ機会ガ興ヘラルルナ

リ」（p.7） 

「他ノ方面ヨリ修学旅行ノ教授上ニ於ケル指趣ヲ見ン

トナラバ学校ノ教科課程ニ上レル教授ノ諸対象ヲ一々眼

前ニ浮ベテ見ヨ此等総テノ教科ガ如何ニ修学旅行ニ依リ

テ大ナル利益ヲ受クルカヲ知ラン」（p.7-8） 

換言すれば，普段の教科学習の延長として旅先で実物

を見ることの他，外出して生徒が普段見せない性格を現

し，生徒自らに判断を求めることに修学旅行の意義を見

いだしている． 

また，文部省は実際の修学旅行でどのように教育を実

施するのかについての参考として，旅行における具体的

な状況も想定していた． 

「岐路ニ臨ミテ何方ノ路ヲトルベキカ，風雨起ラント

スルニ当リテ次ノ村落迄進行ヲ績クベキカ所定ノ箇所ニ

達セザリシトキハ何処ニ宿泊スベキカ，河橋ガ余リニ遠

隔ノ所ニアルトキハ寧ロ水ヲ渉ルベキカ等ノ所断ハ初メ

テ旅行セシモノニトリテ重大ノ事柄ナリカカル場合ニ当

リテ生徒ニ自ラ判断セシメ且ツ，其判断ノ理由ヲ問フベ

シ」（p.3） 

教員に対しても「教員ガ総テノ事ヲ処理スルカ如キハ

畢竟誤ナリ，修学旅行ニ於テハ生徒自身ノ活動ヲ眼中ニ

オクベシ而シテ若シ生徒ガ誤リタル判断ヲナシタルトキ

ハ教員ハ之ヲ防キ且ツ将来此誤ナカラシムルヤウニ努ム

ベシ」（p.4），「学校及公共ノ生活上ノ諸関係ヲ自由

ニ生徒ト問答シテ生徒ノ意見ノ誤レルヲバ温和ニ指示シ

彼等ノ意見ノ矛盾セルコト，従ヒテ持スベカラザルコト

棄ツベキコトヲ生徒ガ自ラ覚ルヤウニナシテ其代リニ未

来ニ於テ確固タル主義ヲ得ルニ至ルベキ諸点ヲ教示スベ

シ」（p.5-6），「カクノ如キ交際ニヨリテ教員ト生徒ト

ハ学校ニテハ得ベカラザル接近ヲナス（中略）進行中相

伴ヒ夜ハ共ニ息ミ且ツ苦楽ヲ共ニストイフコト特ニ効果

アリ」（p.6）と生徒の判断力を尊重するように求めて

いる． 

すなわち，文部省または明治政府は修学旅行に対して，

実際の物事・行事に触れる「生の体験」と生徒自身に任

せる「判断力」を要請していたことが分かる． 

b) 明治政府が参考にしたドイツでの修学旅行 

当時の文部省は，特にドイツで実施されている教育旅

行が日本の修学旅行にとって参考となる部分が多いとし，

日本の修学旅行の計画において参考にできるようにと，

『独国ノ修学旅行』ではドイツでの修学旅行の実施例も

紹介された． 

中でも特に，ドイツの教育学者クリスティアン・ゴッ

トヒルフ・ザルツマンが実施した修学旅行を推していた．

ザルツマンは人類への愛に基づいて利他的活動を行うド

イツ汎愛派の教育家で，十数年間の牧師生活を経た後，

1781年にデッサウの汎愛学校Philanthropinumに招かれて

2年間宗教教師を務めた．1784年ゴータ公エルンスト2世

の援助のもとにシュネッフェンタールに独自の汎愛学校

を設立し，終生その指導に心血を注いだ（平凡社『世界

大百科事典1988年版11』p.396）．この学校でザルツマン

が実施した修学旅行を参考にするようにと，明治政府は

国内の学校に指示した． 

① 明治政府がザルツマンの修学旅行を推奨した理由 

『独国ノ修学旅行』には「ザルツマン氏ノ行ヒシ修学

旅行ハ主要ノ点ニ於テハ既ニ今日ノ修学旅行ノナサント

欲スル所ヲ尽シタリ」（p.26）との記述が見られる．そ

の旅行の詳細は，以下のように記録されている． 

「修学旅行ノ歴史ヲ繹スレバザルツマン氏ガセネフェ

ンタールノ学校ニテ一七八四年ヨリ一八〇三年迄ノ間ニ

数度修学旅行ヲナシタリ」（p.46-47） 

「修学旅行ヲ以テ学校課業ノ一ト為シタルノ始メニシ

テ其為シ方ノ詳細ナル点ニ於テハ非難スベキ点多キモ大

体上之ヲ基礎トナシテ可ナリ」（p.47） 

「氏ハ之ニ依リテ生徒ガ自然ヲ愛シ観察ノ習慣ヲ生シ

旅行ヲ欲スルニ至ルヲ希望シタリ」（p.47） 

「ザルツマン氏ハ特ニ修学旅行ノ体育及徳育上ノ効果

ヲ称シ日ニ照サレ雨ニ沾フハ児童ノ身体ヲ強健ニシ而シ

テカクノ如ク屡々艱苦ニ耐フルトキハ其性格ヲ強固ニス

ルノ効アリトナセリ」（p.48） 

② ザルツマンの教育方針 

ザルツマンの教育思想は汎愛派を特色づける啓蒙的合

理主義に貫かれており，子どもの潜在的諸能力の調和的

育成による個人的幸福の実現を第一義としている（平凡

社『世界大百科事典1988年版11』p.396）ため，特に生徒

には自然の中で自主性を育むことを求めていた．修学旅

行にザルツマンは以下の三つを不可欠な事柄として定め

ていた． 

「一，旅行ニ先チテ（ママ）予メ地理ヲ教フルコト，

即チ通過スベキ地方ヲ精密ニ知リ其領域界限ヲ知リ又其

住民ノ職業及其土（ママ）ノ産物等ヲ知ラシムルコト」

（p.48） 

「二，旅行ニ先チテ生徒ノ衣服，履，襦袢ヲヨクヨク

吟味スルコト」（p.48） 

「三，旅行ヲ秩序的ニナス準備，即チ隊伍ニ分チ各部

ニ役員ヲ置キテ特殊ノ任ニ当ラシム其役員中一人ノ生徒

ハ指導者，他ノ一人ハ荷物監視者，他ノ一人即チ第三ノ

人ハ其外ノ特ニ注意スベキ事物ヲ注意スル者ナルコト」

（p.48） 

修学旅行を授業とは別物と捉えており，「ザルツマン

氏ハ（中略）授業ト訓練トハ別ナリトナシ修学旅行ハ訓
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練ノ目的ヲ以テナスガ故ニ，児童ノ性格ヲ養成スル目的

ヲ以テナスガ故ニ学校ノ課業ト必モシ（ママ）一定ノ関

係ヲ有スルニ及バストセリ」（p.49）という記録もある．

それだけ修学旅行でしか得られない経験があると見なし，

修学旅行を特別視していたことがうかがえる． 

ただし，ザルツマンの修学旅行は幾分過激なところも

あった． 

「ザルツマン氏ハ真理ヲ愛スルノ極往々極端ニ走リ謂

ヘラク人類ノ用ニ適スルモノモ地球上ニ起ル事モ悉皆人

ノ回想ト人ノ活動力トヲ刺衝シテ人ニ知識ト善トヲ興フ

ルモノナリ」（p.48-49） 

「氏ハ生徒ヲ解剖室ニ導キテ人ノ屍体ヲ示シ詳シク諸

器官ヲ説明セリ」（p.48） 

「凡ソ観察ニ触ルル所ノモノハ其品質其分量ヲ問ハズ

皆之ヲ生徒ニ授ク為メニ生徒ハ精神昏迷シ身体疲労スル

ニ至レリ」(p.49) 

「或修学旅行ニテ一日以内ニ（一）或ろーまんかそり

ッく教会ヲ訪ヒ（二）一殿堂ヲ訪ヒテ詳細ナル説明ヲナ

シ（三）一城塞ヲ訪ヒナドシテ遂ニ十二ヶ所ニ至レリト

云フ」（p.49） 

「カクノ如クナレバ児童ノ両親ガ時ニ修学旅行ノ厳酷

ナルヲ訴フルハ怪ムニ足ラス」（p.49） 

これらには保護者からのクレームがあったことも記録

されているが，それだけ「生の体験」を重視していたこ

とが分かる． 

以上から，明治政府が修学旅行に求めていた「生の体

験」「判断力」はドイツの修学旅行がモデルで，このモ

デルを発展させて日本の修学旅行にも『自己練磨』が採

用されたと考えられる． 

c) 出版当時の文部省普通学務局長の思想 

『独国ノ修学旅行』の端書きには，文部省普通学務局

長であった澤柳政太郎の名前が記されているが，本書に

おける修学旅行に関する教育政策は澤柳の実施した他の

教育政策に相通ずる点が見られる．澤柳は文部官僚とし

て，以下の政策などを実行した（新田,2006）． 

普通学務局長に就任してまず，澤柳は小学校を無償化

した．無償化前の小学校の授業料は，一説では現在の

9000円程度と考えており，一家族が養う子どもの数を考

慮に入れると家計にとって相当な負担だった． 

また，後に京都帝国大学の総長に就任してからは，7

人の教授に退職を勧告した．当時の大学教授は高齢で研

究にも教育にも従事できない者，新聞や雑誌にお粗末な

原稿を売って金銭を稼ぐ者などが多く，一部の教員・文

部官僚からは憂いの声が上がっていた．大学教育の質を

向上させるため，教授会の反対があって結局澤柳はこの

後総長の職を辞することになる． 

いずれの政策も，当時としては革新的だった．澤柳が

教育の質と機会均等を常に意識していたことが見て取れ

る．『独国ノ修学旅行』も，生徒が全国で質の高い修学

旅行を等しく体験できるような体制を整えることを意識

して作成された可能性が高い． 

 

(3) 戦後の『修学旅行の手びき』にみる修学旅行の理

念の変容 

a) 修学旅行の意義に関する言及の縮小 

明治期に発生した『自己練磨』の理念だが，昭和に入

ってからは修学旅行における重要性が縮小した． 

1956年，文部省は前年に設置した修学旅行協議会の協

議を基に，学校・都道府県教育委員会向けの資料として

『修学旅行の手びき』を発行した．A5判で120ページに

及ぶ量がある． 

修学旅行協議会は，1955年に瀬戸内海で岡山と香川を

結ぶ宇高連絡船「紫雲丸」が貨物船と衝突して沈没し，

四つの小中学校の修学旅行生を含む168人が犠牲となっ

た「紫雲丸事故」を契機として，修学旅行の適正かつ安

全な実施のために文部省内に任意団体として設置された

ものである． 

協議会の設置理由が事故対策であったがゆえに，『修

学旅行の手びき』では内容のほとんどが計画・実施・事

後の指導に割かれた．一方で修学旅行の教育的意義に関

しては，以下に示す文面の，わずか1ページだけになっ

ている． 

「1 修学旅行の教育的意義 

学校の行う修学旅行の教育的効果は，いろいろな面か

ら考えられるが，これを要約すれば次のようになる． 

(a) 児童・生徒が，わが国の文化・経済・産業・政治

等の重要値を直接に見聞する経験を得ることによって，

教科学習や特別教育活動を拡充することができる． 

(b) 旅行という生活形態を通じ，また旅行によって

接触する新しい生活環境に即して，健康・安全・集団行

動・道徳などについて望ましい体験を得ることができる． 

(c) 旅の未知の世界を見聞し，また師弟や学友が寝食

をともにすることによって，楽しい生活を味わい，生が

いの思い出を作り，学校生活の印象を豊かにすることが

できる． 

修学旅行は，周到な計画と行き届いた準備や指導のも

とに行われるときは，その教育的効果はきわめて大きい．

学校が修学旅行を実施する場合は，その教育的意義をじ

ゅうぶん（ママ）に理解し，学校の教育計画の一環とし

て取り扱い，健康と安全のための万全の策を講じ，教育

的効果を高めるようにしなければならない．」（文部

省,1956,p.9） 

『独国ノ修学旅行』を出版した時期に比べると，修学

旅行の知育・徳育といった平素の学習に関連が深い部分

に関しては，直接に見聞する体験をよりいっそう活かす

ように求めている．しかし，それら以外の面，いわば旅
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に出て初めて得られる経験については具体的な言及がほ

とんどない． 

b) 色あせる修学旅行 

「普段の教育で味わえない体験」を実践することが，

修学旅行の目的の一つと思えるが，日常と同様の安全性

を備えるように忠告する一文も『修学旅行の手びき』の

中に見受けられる． 

「児童・生徒による非行は，けんか・万引・せっ盗・

恐かつ・わいせつ行為・遊興・飲酒・喫煙・ヒロポン使

用・失そうなどにわたっているが，学校における平素の

生活指導と関係が深い．」（p.37-38） 

「修学旅行時における以上のような事故を未然に防ぐ

ため，学校は，日ごろの安全教育，保健衛生指導，生活

指導を行っておかなければならない．特に，旅行直前に

おいては，（中略）指導を徹底しておく．」（p.38） 

1956年の文部省の考えでは，日常と同様の安全を非日

常の修学旅行にも確保することに最大の関心が向けられ

ていたものと考えることができる． 

c) 管理教育の徹底へ 

『修学旅行の手びき』を見ると，国あるいは学校が児

童・生徒に指示を多く与える管理教育の様相も呈してい

る．服装や旅行中の行動などにおいて，細かいと思われ

る程度にまで制限を加えた．生徒の自主性より，集団行

動を重視している． 

「最近，修学旅行時における児童・生徒の服装はしだ

いに華美になる傾向が見られる．学校の児童・生徒とし

ての身分や父兄の経済的負担を考えて，質素な服装で旅

行するように指導する必要がある．また旅行中は，長途

の車船内生活をし，混雑の中を身軽に行動しなければな

らないし，不慮の事故に遭遇した場合には機敏な行動を

とらなければならない．このような点を考慮すれば，軽

快で堅ろうな服装が必要になる．（中略）女子の場合は，

りっぱなゆかたや着物を持参し旅館で着換えて美を競っ

たり，夜行列車内でゆかたに着換えたりすることのない

ように指導する．」（p.39-40） 

「文化財を見学する際に，メモをとる場合は，鉛筆を

使用し，美術品等を汚損するおそれのあるペンや筆は使

用を厳禁する．」（p.48） 

「旅行中は，予想外の用務や突発的な出来事が多いが，

引率教師は，それらに対して細心の注意を払い，あらゆ

る事態に対処して臨機応変の処置がとられるように心が

ける．特に，事故の発生に際しては，教師みずからが沈

 
表-1 高校における修学旅行の目的（日本修学旅行協会『修学旅行のすべて』『データブック教育旅行白書』各年度版より筆

者作成）（全国の高校で，1967年は5935校，その他の年は952～1497校を対象に調査．回答の数字は%を示す） 

 

  1967 1979 1983 1987 1993 1997 2003 

地理・歴史・経済などを直接見聞し，学習を拡充 60.2 33 32 47.5 41.8  35.8  34.3 

地域の文化・民俗・生活などの調査活動 - 4 3 40.1 39.6  37.8  43.2 

農・山・漁村などの生活体験を通し理解を深める - 1 0.4 1.6  1.8  0.6  2.5  

国際理解・国際親善 - - - 1.6  10.5  12.6  10.0 

スキー・登山などのスポーツ実習 - 2 2 19.5 23.5  20.7  18.5 

自然の偉大さ美しさにふれ豊かな情操を育てる 12.6 10 11 49.6 47.5  50.7  48.2 

集団生活のきまりや公衆道徳を体験で学ぶ 21.7 17 23 82.9 72.6  67.4  58.6 

師弟や生徒相互の人間関係を深める - 22 17 76.1 68.1  69.8  60.3 

生涯を通しての楽しい思い出を作る 4.4  11 11 48.7 51.0  54.7  50.3 

その他 1.1  1 0.5 4.5  8.0  13.2  17.0 

 

 

表-2 中学校における修学旅行の目的（日本修学旅行協会『修学旅行のすべて』『データブック教育旅行白書』各年度版より

筆者作成）（全国の中学校で，1967年は11542校，その他の年は1202～1775校を対象に調査．回答の数字は%を示す） 

 

  1967 1980 1982 1988 1992 1998 2002 

歴史学習（史跡・美術・文学などを含む） 49.5  21 24.6  25.3  22.5  22.4  20.0  

地理学習（自然・人文・地質などを含む） - 15 17.4  10.8  9.6  7.5  5.8  

社会学習（産業・工場見学などを含む） 12.5  7 8.4  7.6  7.0  8.4  7.1  

自然に親しみ，からだを鍛える 9.2  3 3.6  5.5  4.6  5.1  3.7  

集団生活訓練（人間関係の育成） 20.1  23 31.7  31.4  30.7  29.9  28.5  

生涯の思い出をのこす 6.8  31 13.0  17.5  19.5  21.0  17.1  

その他 1.9  1 1.3  1.9  3.0  5.7  17.8  
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着・冷静な態度を持し，事態の全般を見て適確な判断を

下し，迅速に適切な行動をとり，被害を少なくするよう

にしなければならない．」（p.46） 

明治時代と異なり，文部省は児童・生徒が自ら何か新

しいものに触れて臨機応変な行動を起こすことに期待す

るることよりも，戦後の修学旅行では知識や道徳に傾注

して危険な行動を阻止，教職員による管理をいっそう厳

しくする方針で指示を出した． 

 

(4) 日本修学旅行協会の行ったアンケート調査結果の

再分析 

a) 学校が定める修学旅行の目的に関して 

日本修学旅行協会は1967年以降，実際に修学旅行を実

施する学校は何を目的として修学旅行を催行したのかな

どについて．日本修学旅行協会が全国の高校・中学校の

うち，1967年は5935校（高校），11542校（中学校）を，

他の年では952～1497校（高校），1202～1775校（中学校）

を抽出した上で，その学校の教員を対象にアンケート調

査を行っている．その変化を時系列的にまとめて分析す

ることにより，修学旅行の目的に関するアンケート調査

を用いてその変化を追跡する．結果は表-1・表-2のよう

になった．（質問事項は，年によって若干異なる．高校

の1987年以降の数値は，複数回答によるものである．ハ

イフンは未調査を示す） 

ここでの質問内容は，学習指導要領にある「見聞を広

め」「自然や文化などに親しむ」「集団生活の在り方や

公衆道徳」という目的を念頭において設定されたと思わ

れる．例年高い選択率を占めているのは，集団生活や人

間関係に関する部分であり，この傾向は40年の間で変化

が少ない．  

b) 将来の修学旅行の姿に関して 

ここでは，学習指導要領の制約を受けない範囲で教員

が修学旅行に何を求めていたかを探る．『修学旅行の手

びき』が出版されてから20年以上が経過した1981年に，

日本修学旅行協会は，21世紀に向けての修学旅行がどの

ようなものになるのか予想するアンケートを実施した．

回答者は，日頃から修学旅行に直接・間接に関与してい

た全国の教育委員会関係者や中学校・高校の教員104人

で，生徒は含まれていない．回答の傾向から，当時の修

学旅行を教育関係者がどうとらえていたかを探りたい． 

「修学旅行不要論が散見されますが，ご自身の体験や

ご子弟等の実際を見聞きして10年後，20年後の修学旅行

はどうなることが望ましいでしょうか．」という質問に

対し，回答者に最大三つまで選ぶ複数回答で答えてもら

ったところ，結果は表-3の通りとなった． 

「観光旅行は好ましくない」「自主行動を重んずべき」

「体験学習を主とすべき」といった，明治時代の修学旅

行に近い考え方を1980年代にも望んでいたことが分かっ

た．文部省の意識は『修学旅行の手びき』のように管理

主義を強める形に変化しても，現場の教員などは従来の

思想を抱いていた可能性がある． 

このアンケートでは，自由回答欄で意見を募集してい

た．修学旅行の形態についても意見があり，生徒自身の

主体性が向上するという予想もあった．以下は，その予

想の一部である． 

・グループ活動が主流になる（同意見4件） 

・生徒が行程，経費も含め，主体的に計画，行動するも

のになろう．全学年一斉スタイルは変わっていくだろう

（同意見4件） 

・旅行業者主導型からの脱却，他校がやるからという付

和雷同型を改める（同意見3件） 

先述の選択式回答の結果と同様，生徒の主体性を期待

する声は存在した． 

c) 修学旅行の効果と目標達成度に関して 

上記のアンケートとほぼ同時（1980年）に高校教員

952人を対象として日本修学旅行協会が実施したアンケ

ートは，教員が考える修学旅行の教育的効果と目標達成

度を調査している． 

「教育旅行の効果は何か」という質問に対し教員側は，

①高校生活の楽しさを強く印象づけることができた

表-3 10年後・20年後の望ましい修学旅行（日本修学旅行協会
『創立30周年記念出版修学旅行のすべて1981年』）（全国
の教育委員会関係者・中学校および高校の教員104人を対
象として調査） 

 
順位 選択肢 回答数 占有率(%) 

1 規律正しい団体訓練を強

化してほしい 
53 22.4 

2 生徒同士，生徒と教師間

のコミュニケーションを

主とすべきである 

51 21.6 

3 物見遊山的な観光旅行は

好ましくない 
38 16.1 

4 旅行形態は一斉周遊旅行

よりもグループによる自

主行動を重んずべきであ

る 

37 15.7 

5 スポーツ，実習などの体

験学習を主とすべきであ

る 

29 12.3 

6 現在のままでよい 9 3.8 
7 もっと海外への修学旅行

を行って見聞を広めるべ

きである 

8 3.4 

7 関西（京都・奈良）旅行

は是非実施すべきである 
8 3.4 

9 旅行の自由にできる時代

に，学校主導の団体旅行

は不要である 

3 1.3 
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（72%）②旅行を通じて教師と生徒・級友関係など好ま

しい人間関係を深め，理解させることができる（65%）

③計画実施に生徒を参加させることによって自主判断

力・行動力をつけさせることができる（62%）――と答

えている． 

他方「現状における目標達成度」は，①十分に達成し

た（2%）②7,8分どおり達成した（20%）③なかばであ

る（56%）④ほとんど達成しない（32%）――と，思う

ように修学旅行を活かせなかったと感じる教師も相当数

いることが分かる（日本修学旅行協会,1981） 

自分たちの世代で達成できなかったことを，未来の世

代に期待していたが故に，「21世紀の修学旅行」で自主

性を要求する回答が目立ったとみることもできよう． 

 

 

3 『自己練磨』型の教育旅行に関する諸考察 

 

(1) 修学旅行・教育旅行の起源について 

修学旅行という形で，旅特有の効果と考えられる『自

己練磨』を期待して旅行が教育に導入され，日本では今

日まで修学旅行が実施され続けている．ここで，修学旅

行あるいは林間学校や遠足を含めて教育旅行は，そもそ

も何を起源として始まったのかを探求する．加えて，最

初の教育旅行と近現代の修学旅行との同一点・相違点な

ども比較・考察する． 

日本の修学旅行は，ドイツのそれを参考としたものだ

った．だが，そのドイツの修学旅行よりも先に教育の目

的を持って旅に出た例として，イギリスで18世紀ごろ

に実施されたグランドツアーが存在した．この節では，

グランドツアー関する考察とグランドツアーについて言

及した上で広く旅と教育の関係を述べたジョン・ロック

の『教育論』についての考察を行う． 

a) グランドツアーと修学旅行 

① グランドツアーの概要 

17世紀中頃から19世紀初頭にかけて，イギリスでは

「グランドツアー」と呼ばれる旅行が盛んだった．イギ

リス貴族の御曹司が，ヨーロッパ各地の主要都市の文化

や上流社会を経験するために参加した．主に文化的先進

国であるフランスやイタリアを訪問していた． 

Jenkins（2009）はその目的や内容を以下のように定義

している 

・参加した若者の精神発達を促し，世界に関する見聞を

広めさせる． 

・英国内にとどまった人々の為に，ツアーに参加して発

見したことを報告する義務を負う． 

・芸術や考古学，そして彫刻術を学ぶ． 

文化の最先端を実際に見聞きする「生の体験」が，こ

こでも重視されていsた． 

大学への進学や就職の前に欧州大陸への旅に出かけた

理由として，当時の貴族が抱いていた大学への失望が挙

げられる．本城（1983）は「十八世紀中葉のオクスフォ

ード並びにケンブリッジ両大学の知的レベルというもの

がいかに低かったかということは，当時の記録にあまね

く残されている」（p.6）としている． 

長期の滞在である上，貴族としての対面もあり，旅費

は高額なものだった．参加できるのが上流階級に限られ

ていたほか，上流階級の子息でも全てを体験するのは長

男だけで，次男以下は大学の長期休暇において数カ月間

だけ旅をするにとどまった場合も多かった． 

② 修学旅行との比較 

グランドツアーを修学旅行（特に『独国ノ修学旅行』

で示されているもの）と比較すると，共通点と相違点を

いくつか発見できる． 

共通点としては 

・直接の見聞（生の体験）を目的としていること． 

・旅でしか経験できない内容を中心とすること． 

相違点としては 

・学校ではなく個人が主催すること． 

・全校生徒が参加することはなく，費用を負担できる

一部の者だけが参加すること． 

・期間が数カ月～数年と長いこと． 

まず相違点から検討すれば，グランドツアーは貴族階

級の個人の能力を飛躍的に伸ばすことを志向していたも

のと考えられる．限られたエリートを，集中的に教育す

る形になるからである． 

一方の共通点を考察すると，やはり旅を教育において

重視していたことが分かる．特にグランドツアーの場合

は学校教育への不満感が旅の動機の一つであった．大学

では経験できない学びが旅には存在するという意識を有

し，多くの若者は大学よりも旅を選択した．旅に参加す

る学生から見れば貴重な時間を旅に費やしたことから，

少なくとも大学に行くよりは旅に価値が存在しなければ

ならず，教育的意義に関する重要度は一層高かったもの

と思われる． 

b) ジョン・ロックの『教育論』との関係性 

イギリスの哲学者ジョン・ロック（John Locke）は著

書『教育論』の中で，旅行が持つ教育的効果について考

察した． 

「教育の仕上げは普通は旅行である．これで教育の仕

事は終り，一人前の紳士ができ上ると一般には考えられ

ている．私としては外国に旅行すれば大きな利益がある

ことを認める．」（p.248） 

「先ず第一は言葉であり，第二はひとびとを観察し，

またそれぞれにちがった，とくに同じ教区や近所の人た

ちとはちがった気質や習慣や生き方のひとびとと交際す

ることによって，知識と分別とを発達させるという点で
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ある．」（p.248） 

「人間が知識を獲得するのは非常な熟練を要するもの

であって（中略）旅行することによって時には眼を開き，

注意深く慎重になり，物事の上っつらだけを見ないよう

な習慣をつけ，礼儀正しいいんぎんな態度をほどよく保

って，外国人やまたあらゆる種類の人たちと自由に安全

に交際してその行為ある評価を失うことがない，という

風にならなければ海外旅行をしてもほとんどむだであ

る．」（p.250） 

「もはや一人前と見られる若い紳士でしかも異邦人が，

その土地の習慣や作法や法律や政治について教えてほし

いという希望を示せば，至る所で最もすぐれた知識豊か

な人たちから心からの援助ともてなしとをうけるだろう．

この人たちは素直な研究心旺盛な外国人ならよろこんで

受け入れ，激励し，好意を示してくれるであろう．」

（p.251） 

これらの文章は，当時イギリスで盛んだったグランド

ツアーを意識しているものと思われる．確かに，旅が教

育的効果を発揮するとロックも述べている． 

ただし，ロックは旅が教育において効果を発揮するに

は，適切な指導者が必要だと注意している． 

「紳士たるべき青年を外国に旅行させるのに最適と思

われる時期は，よく面倒を見てくれる教師の指導下にあ

る比較的若い時期か，あるいはもう少し大きくなって保

護者がついていなくても良い時期であろう．この時期に

なれば自分を支配することもできるし，外国で注目に値

すると思われる事や帰還後役立つような事柄に出会った

ら観察することもできるし，それに自分の国の法律や風

習や，また自然や道徳の長所短所を知りつくしているの

で，外国で何らかの知識を得たいと思って交際する相手

の人たちと交換するようなものを自分でも持っているわ

けである．」（p.248） 

「保護者から守られ，またそれにかこつけて，自分の

足で立つ必要はないとか，自分の行動に責任をもたなく

ても良いとか考えれば，苦労して研究したり自分ですす

んで有益な観察を試みるというようなことは先ずしない

ものである．彼らの考えは遊ぶことや楽しむことでいっ

ぱいである．そういったものは制約される点であまりな

いと思っているからである．そして自分の会う人たちに

対してどう振舞ったら良いかを知るために，その人達の

意図するところを検討し，応待ぶりを観察し，その学問

や気質や傾向などを観察するという努力を払うことをあ

まりしない．そういうわけで彼と一緒に旅行する人は彼

のついたてになってやらなければならないし，いばらの

中に踏み込んだ時には救い出してやり，どんな失さくに

対しても責任をもってやらなければならなくなる．」

（p.250） 

上記の文章から読み取れることを要約すれば，「本来

は自分で苦労して研究し，有益な観察を試みるべき」

「それができないため，指導者が必要となる」というこ

とだろう．これらは，修学旅行の目的において「自分で

何とかする能力」を重要だと捉え，「教員の手助けは必

要に応じて」という姿勢をとる明治期の文部省が抱いて

いた思想と相通じるものがある． 

 

(2) 古来の日本の旅と『自己練磨型』旅行の共通性に

ついて 

修学旅行に関して言えば，「判断力」や「生の体験」

は戦後に重要度が低下した．だが，旅において当時でも

これらを重視した者は存在した． 

例えば，民俗学者の宮本常一が挙げられる．宮本は

「人はなぜ旅をするか」について，以下のように推察し

ている． 

宮本（1975）によると『かわいい子には，旅をさせよ

親御．憂いも辛いも旅で知る』という古くからの諺でも

判るとおり，社会的訓練のため，世間を見ていないこと

を恥としたことと，日本人は好奇心が強かったこと，並

びに旅ができる社会的環境があったことがキーファクタ

ーであったものと述べられている．即ち，「日本の場合

は民族がひとつであり，方言の違いはあってもコミュニ

ケーションは十分果たせたし，さらに階層はあったが階

級はなかった，血がひとつであった．それで仲間意識が

強く旅を容易にさせたのである．」（宮本,1975, p.48） 

「世間を知らん娘は嫁にもらい手がのうての，あれは

竈の前行儀しか知らんちうて…世間をしておらんとどう

しても考えが狭まうなりますけのう」（宮本,1960, p.82） 

「せまい世界，せまい家の中にとじこもっていたので

は人生勉強にはならない．人生勉強するためには旅をし

て来ることだ．今一つ旅は苦労の多いものであり，人の

情にすがらねばできぬものである．その旅によって，自

分のいままでおかれた世界や観念をつきくずしてもっと

広いものが得られると考えたのである．」（宮本,1975, 

p.123） 

主として旅によって見知らぬ現象を直接経験する，つ

まり「生の体験」を経ることで人間としての成長を求め

るという意義を見出している点では，『独国ノ修学旅行』

の意識と共通している．特に，宮本は「苦労」という語

をしばしば旅の言及に用いている．「自分の根拠とする

所を離れて，まず見知らぬところをあるくのが第一条件

であり，二回，三回行くにしてもその旅には，苦痛のと

もなうような条件がなければならない．」（宮

本,1975,p.64）という記述も見られ，それなりの「苦しみ」

を含んでこそ旅に出る意味があると宮本は考えていたこ

とが分かる． 

宮本による古来の旅に関する言及から考察すると，旅

における『自己練磨』という概念は海外からの輸入では
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なく，江戸時代あるいはそれ以前から日本にもベーシッ

クに存在したものといえる．修学旅行に関しては明治期

になってドイツの理念として『自己練磨型』旅行が明示

的に紹介され，この理念が政府によって修学旅行にも容

易に導入されたが，これは日本にも同種の理念や価値観

が存在していたことが理由であったものと考えることが

できよう． 

また，宮本は旅先での人との出会いにも注目している． 

「旅で学ぶということは，旅先で，そこに生きている

人びとの生き方にふれてみることであった．各地をある

いてみていつも思うことであるが，どうしてこんなとこ

ろにまで人は住んだのであろうかというような場所に村

がある．」（宮本,1975, p.123） 

「あるく分には宿には困ることはありませだった．ど

こにも気安うにとめてくれる善根宿があって，それに春

であった方々からお接待が出て，食うものも十分にあり

ました．」（宮本,1960, p.83） 

「山間の人びとは自分が旅人として出ていったばかり

でなく，また旅から来るものを待ちのぞんでいた．多く

の旅人は新しい知識を持って来てくれたし，炉端をにぎ

やかにしてくれた．通りあわせた人を快くとめたのもそ

のためであろう．」（宮本,1975, p.124） 

「旅人の多くは，単なる旅人ではなく，旅先の人たち

の味方でもあった．だからいつでも相談相手になったの

である．また相談したい人たちがいたるところにいるの

である．（宮本,1975, p.125） 

旅人が自分で新たな知識を身につけるだけでなく，旅

先で現地の人に知識を伝授する，そうして交流を深める

という観点は，修学旅行には過去から現在まで欠けてい

る可能性がある．少なくとも，先述の政府文書などには

記録が見当たらない． 

宮本も，刊行当時の旅行動向について，以下のように

述べている． 

「いま旅行する人は多くなったけれど，このような心

のふれあいは少なくなってゆきつつあるのではなかろう

か．地方をあるいてみると，いたるところで観光開発と

観光客誘致の構想をきく．観光によって地元の人は何を

得ようとしているのであろうか．（中略）旅行は盛んに

なりつつ，人と人との結びつきの機会はかえってうすれ

つつあるように思う．」（1975, p.126） 

交流という概念も，『自己練磨』と並んで重視すべき，

旅以外では代替不可能な効果と考えられる． 

 

(3) 日本以外での『自己練磨型』旅行について 

宮本が旅における苦難や交流に着目したのと同じころ，

アメリカにも現代的な旅におけるこれらの弱点を危惧し

た者もいた． 

Boorstin（1964）は，トーマス・クックが誕生させた旅

行代理店の影響で旅が変容した状況を，以下のように評

している． 

「現代のアメリカ人の観光客は，疑似イベントでもっ

て経験を満たしている．彼は世界が本来提供してくれる

以上のめずらしいものと，見なれたものとを同時に期待

するようになった．」（p.91-92） 

「世界中どこへ言っても疑似イベントの法則に従う準

備ができている．その法則では，イメジ，すなわち巧み

にこしらえあげた模倣品の方が現物よりももっと美しく

輝くのである．」（p.118） 

「このような変化は，一口でいうならば，旅行者

(traveler)の没落，観光客(tourist)の台頭である．これらの

言葉には，人には気づかれないがみごとな正確さがある．

旅行という意味での古い英語の名詞travelは，本来，骨折

り・労働・苦痛などという意味を持ったtravailと同じ言

葉であった．（中略）旅行すること，すなわちtravail

（後にtravel）することは，骨の折れるやっかいな仕事を

することであった．旅行者とは，一生懸命に仕事をして

いる人のことであった．」（p.96-97） 

「十九世紀の初めに，世界旅行の新しい性格，とくに

アメリカ的観点から見た場合の新しい性格を説明するの

に役立つ，新しい言葉が英語のなかに現れた．それはす

なわち『観光客tourist』という言葉である．（中略）現

代のアメリカの辞書はtouristを『楽しみのために旅行す

る人』と定義している．（中略）旅行者は仕事をしてい

る人であり，観光各は楽しみを求める人である．旅行者

は能動的であって，人々・冒険・経験を一生懸命捜し求

めた．観光客は受身であって，おもしろいことが起こる

のを待っている．」（p.97） 

以上のBoorstinによる言及を基に旅の変化の理由を推

測すると，大多数の客は模倣で十分だと感じ始めるとい

う点が理由だと考えられる．準備の手間が不要で現地で

も「客として」振る舞うだけで良く，模倣は旅行者が楽

しめるように設定されているので，評判も上がる．しか

も，費用も低く抑えられるとくれば，よほどリアリティ

を追求しない限り，満足してしまうであろう． 

このようにして，旅からは冒険や挑戦，苦難といった

travailの意味が失われていったと考えられる． 

 

(4) 現代のヨーロッパにおける教育旅行 

これまでの分析から，イギリスやドイツでの教育旅行

にも『自己練磨』が求められていたことが分かった．日

本では明治期こそ存在したが，現代はその重要性が相対

的には縮小してしまったと言わざるを得ない．そこで，

イギリス・ドイツにおける現在の教育旅行でも，同様の

変化が生じたのかを探る． 

イギリスでは，大学入学前に勉学から一度離れてみる

「ギャップイヤー」と呼ばれる活動が存在し，1年程度
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旅に出る若者が多い．ドイツでも調査の結果，現在も日

本同様に修学旅行が実施されている．これら二つが持つ

意義について，この節では紹介する． 

a) 現代の『自己練磨型』旅行の例1―ギャップイヤー 

グランドツアーは金銭的に余裕のある貴族の子息に限

られていたが，現在のイギリスではもっと幅広い層の若

者が長期間の旅に出ている．ギャップイヤーと呼ばれる

ものだ． 

砂田（2013）によると，ギャップイヤーは1960年代に

英国で認知されるようになった慣行だ．1990年代には，

とりわけベルリンの壁崩壊以降にイギリスの学生が安価

に海外へ渡航できるようになってから一般的な行事とな

った．元々は大学への入学資格を得ている若者が，入学

を延期して親元離れた非日常の環境下で，長期間にわた

り旅やボランティア，課外活動としての国内外留学など

の社会体験や，インターンシップ・アルバイトの就業体

験などを行うものだった．日本語で言うところの「かわ

いい子には旅をさせよ」ということわざのイメージや価

値観に近いと砂田は説明する．期間はおおむね3カ月か

ら2年の間で，取得時期も大学入学前から入学後の学部

時代の休学のほか，卒業路のスキルアップや能力開発も

概念として適用されるようになった．18～25歳くらいを

おおよそ対象としている．イギリスでの参加者は，毎年

高校卒業生の約10%にのぼる（井本,2013）． 

南アフリカのAfrican Leadership Academy は，2004年から

ギャップイヤーの制度を設けて各国から学生を受け入れ

ているが，ギャップイヤーで身につく能力の可能性とし

て以下の10個の資質を列記している（砂田,2012）． 

・International Perspective 国際的視野 

・Decision-making 意思決定力 

・Relationship-building 関係性構築力 

・Problem-solving and Resourcefulness 問題解決能力と工夫 

・Communication, especially across cultures異文化コミュニケ

ーション 

・Organization and Responsibility 組織力と責任力 

・Teamwork and Flexibility チームワークと柔軟性 

・Maturity and Self-Awareness 成熟と自覚 

・Independence and Self-Confidence 独立性と自信 

・Language Fluency 言語能力 

これらは，個人か団体かの違いこそあれ，修学旅行で

得ようとする能力と近いところがある．修学旅行の場合

は短期間だが，ギャップイヤーではおよそ1年間にわた

って経験を積むことができるため，より効果は大きいも

のと思われる． 

ギャップイヤーのさらなる目的の一つに，本業を離れ

じっくり心身を休ませることがあると砂田（2013）は述

べる．ハーバード大学も，高校時代まで学業に専心して

いた入学生にギャップイヤーでリセットを勧めるが，そ

れはいわゆる燃え尽き症候群や中退率の低下機能をギャ

ップタームの中に認めているからだという． 

職業に就いてからも，ギャップイヤーで得た経験によ

る効能がある．イギリス最大のボランティア推進団体，

Community Service Volunteer の調査によれば，有益なギャ

ップイヤーを経験した学生は職場での意志決定やコミュ

ニケーション能力，対人関係構築において優れていると

雇用関係者の88%が判断している．かつ，ボランティア

活動などさまざまなスキルを獲得した学生は職場での昇

進も早いと人事関係者の79%が認めている（大橋, 2009）． 

b) 現代の『自己練磨型』旅行の例2―ドイツにおける

現在の修学旅行 

『独国ノ修学旅行』で文部省から絶賛されたドイツの

修学旅行に関して，現在の状況を探る． 

若者の旅行離れが見られる日本とは反対に，ドイツに

関しては2008年度のドイツ旅行業協会の調査によると若

者の旅行が毎年2～3%微増している．若者に限らず，全

人口の出国率に関しては日本が13%台と低い一方でドイ

ツは93%にのぼる．国境が陸続きで，出入国に際する手

続きなどの煩雑さに差があるとはいえ，それだけを理由

とすることはできない程度の差である．若者と海外旅行

の関係は，経済環境ではなく，家庭教育や学校教育，国

の制度の問題に起因すると考えることもできよう．（大

島,2011） 

そこで，ドイツ連邦共和国大使館（ドイツ大使館）の

職員に，国または地方の現状などを取材した．その結果，

ドイツのほぼ全ての州・学校で修学旅行が実施されてお

り，「歴史学習や地学学習など，通常の教室での学習の

延長」「生徒が自分で判断する練習」「思い出づくり」

の三つは現在の修学旅行でも目的としていると言えると

いう回答を得た． 

この回答から，ドイツでは『自己鍛錬』という初代の

修学旅行が意識していた部分を今もなお重視していると

いえる． 

 

(5) 近年の我が国における『自己練磨型』旅行の状況 

『自己練磨型』旅行が縮小の傾向にあった昭和時代を

過ぎて，ごく近年では一部の若者が再び「判断力」「生

の体験」を重視する旅を実施している．その理由の一つ

には，2000年の学習指導要領改定で取り入れられた総合

学習の存在が考えられる．この節では，総合学習と修学

旅行の関連を探り，その結果若者の旅にどのような影響

が生じたかを分析する．加えて，現代の若者で『自己練

磨』を含んだ旅を実施した者による旅の記述も考察する． 

a) 総合学習と修学旅行 

① 総合学習の概要 

ゆとり教育が始まる少し前である2000年，学習指導要

領が適用される全ての学校で，総合的な学習の時間が導
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入された． 

この時間の目的は，2011年から施行された新学習指導

要領で以下のように定められている． 

「横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して，自

ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，

よりよく問題を解決する資質や能力を育成するとともに，

学び方やものの考え方を身に付け，問題の解決や探究活

動に主体的，創造的，協同的に取り組む態度を育て，自

己の生き方を考えることができるようにする．」（中学

校学習指導要領第4章第1） 

小学校・高校などの学習指導要領でも，若干の違いこ

そあるものの，同様の定義がなされている． 

学習指導要領の解説書でも，文部科学省は総合学習に

ついて「第1の基本は，学び手としての生徒の有能さを

引き出し，生徒の発想を大切にし育てる主体的，創造的

な学習活動を展開すること」と明言した上で，生徒の主

体性を重視するように指導している．他にも，解説書に

は以下のように記述されている． 

「生徒は本来，知的好奇心に富み，自ら課題を見付け，

自ら学ぶ存在である．生徒は，具体的な事実に直面した

り様々な情報を得たりする中で，対象に強い興味や関心

をもつ．また，実際に体験したり，調査したりして，繰

り返し対象に働きかけることで，対象への思いを膨らま

せていく．」（文部科学省,2008,p.93） 

「生徒は未知の世界を自らの力で切り開く有能な存在

である．興味ある事象についての学習活動に取り組む生

徒は，納得するまで課題を追究し，本気になって考え続

ける．この学習の過程において，生徒は自ら課題を解決

するための知識や技能を身に付け，それらを活用する力

をはぐくんでいく．」（p.93） 

ここに記述されている内容は，『独国ノ修学旅行』に

あるに『自己鍛錬』の理念に近い．生徒に主体的な判断

力を身につけさせることを目的とし，これまでの経験な

どから得た能力を活かして課題を解決する力の育成を目

指している． 

解説書には，総合的な学習にふさわしい教材の特徴も

挙げられている． 

「一つには，（中略）直接体験をしたり繰り返しかか

わったりすることのできる具体的な教材であることであ

る．総合的な学習の時間は，体験活動を行うことが重要

であり，そうした中で行われる全身を使った対象の把握

と情報の収集が欠かせない．間接的な体験による二次情

報も必要ではあるが，実物に触れたり，実際に行ったり

する直接体験が優先される．」（p.94） 

「二つには，生徒の学習活動が豊かに広がり，発展し

ていく教材であることである．一つの対象から，次々と

学習活動が展開し，自然事象や社会事象へと多様に広が

り，学習の深まりが生まれることが大切である．また，

生活の中にある教材であっても，そこから広い世界が見

えてくるなど，身近な事象から現代社会の課題等に発展

していくことが期待される．」（p.94） 

「実際に」触れたり行ったりする直接体験には，教育

上の意義において旅が持つ優位性が大いに役立つ． 

② 修学旅行との関連性 

修学旅行で学ぶ・感じることそのものが総合的な学習

になると共に，旅行の前に訪問先の文化などを調査する

事前学習，旅行が終わってから旅先で学んだことを文章

にまとめたり発表したりする事後学習なども，総合的な

学習に含まれる． 

そうした，修学旅行と総合的な学習の関係を全国修学

旅行研究協会（2002）が調査しているので，分析してみ

たい．全国の中学校4000校余りにEメールで質問を発信

し，260校から返信を得てまとめたものである． 

修学旅行のねらいについて，「総合的な学習の内容の

深化」という選択項目を含んで，計9つの選択肢から複

数回答で選ばせている（図-1）． 

「見聞を広め，知識の修得」という「修学旅行本来の

意義」（全国修学旅行研究協会, 2002）の次に，「総合

的な学習の内容の深化」を挙げた学校が多い．修学旅行

が意図する意義と，総合的な学習が目指す効果が，それ

なりに整合しているものと認識されているのだろう． 

 

図-1 修学旅行のねらい（全国修学旅行研究協会『「総合的

な学習の時間」の観点からとらえた修学旅行＜調査報

告書＞』）（全国の中学校260校を対象に調査） 
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修学旅行と総合的な学習の時間の関わり方で，実際に

「意識した」「部分的に意識した」かどうか尋ねたとこ

ろ，「意識した」「部分的に意識した」を合わせると

84.5%にのぼった（全国修学旅行研究協会, 2002）． 

④ 2010年代の若者における出国率の推移 

図-2に，総合学習を経験して2008年以降に20歳に達し

た世代の出国率の推移をまとめた．出国率を基準として

確認すると，ごく近年の若者は旅に出始めていることが

分かる． 

 

b) 近年の若者の『自己練磨』旅行の事例 

近年の若者の中にも，作り上げられたツアーではなく

自分で一から挑戦する旅を求める人がいる． 

例えば石田（2007）は世界を自転車で一周したときの

記録を残しているが，そこには以下のように，旅の前後

で性格が大きく変化したという記述が存在する． 

「ひとしきりしゃべったあと，みんなに手を振ってそ

こを離れた．歩いていると，また涙が出てきた．（中略）

どういうわけか，ぼくはアフリカにいるあいだ，よく涙

を流した．（中略）すべてが独特の透明感に包まれてい

た．（中略）涙するたびに，ぼく自身がほんの少しずつ

透明になれるような気がした．」（p.247-248） 

「（原住民に襲われるかどうか分からない中で）自分

の前にあるのは，一本のレールなんかじゃない．未知は

無数に枝分かれして広がっているのだ．どこへ向かうか

は自分しだいなのだ．『なんとかなるだろう』じゃだめ

だ．運命に翻弄されてはいけない．運命に操られていて

はいけない……．」（p.255） 

「運命に対して自ら動いた．あの状況で動けるか動け

ないか，もし結果が同じだったとしても，そこには決定

的な違いがある．旅に出る前のぼくなら動かなかった．

いや，動けなかった……．」（p.256） 

「自転車世界一周という旅は，出発前こそ大冒険だと

思っていたが，いざ始めてみるとその印象はしだいに消

えていった．（中略）不吉なイメージを覆して，生きて

帰ってきたことは，ぼくにとってとても意味のあること

だった．自分という存在の根底に，大きな”力”が築か

れたような感覚がある．」（p.307） 

「悪いことはなぜか重なっておしよせてくるものだが，

その悪循環からどうやって抜け出すかは，この力にかか

ってくるように思う．その力が，経験という大きな”財

産”を通してつちかわれた．」（p.307-308） 

「一番スゴイものを見たくて，感じたくて，旅をして

きた．それは，自分が生きてきた手ごたえのようなもの

だ．有名な景勝地や歴史ある大聖堂でもなく，自分の記

憶に焼きつき，燦然と輝きを放ち，振り返るごとに体内

から熱くしてくれるシーン――それは，ギニアの青い森

や，シルクロードの流れる褐色の大地．それらのシーン

は，いつだってぼくを奮い立たせてくれている．」

（p.308-309） 

「生の体験」「判断力」というキーワードでここまで

本研究を進めてきたが，それらから導かれる本当の旅の

意義は「変化」を自らの中に求めることとも考えられる． 

また，宮本同様に「苦労」によってものの見方が変わ

る，あるいは「苦労」という「生の体験」を経てこそ本

当の美しさを理解できると石田はいう． 

「カヌーのレンタル会社が企画している一日や二日の

体験ツアーをやったとしても，いまぼくたちが感じてい

るものとはずいぶん違っただろう．何日も河に揺られ，

河原でキャンプし，河から得られる恵みを食べ，水の音

を聞きながら眠る．そうやって初めて，河が体のなかを

流れ始めるのだ．」（p.47） 

 

 

4. まとめ 

 

本研究では，修学旅行に関する文献の調査を通じて，

修学旅行や教育旅行が有する意義の変遷をたどった． 

明治期に修学旅行が創設されたころには，古来から日

本に暗然的に存在していた『自己練磨』の理念を明文化

した上で，各学校に対して「判断力」や「生の体験」を

求めていたことが分かった． 

この理念は古来の日本のみならず，イギリスやドイツ

といった国においても，遅くとも17世紀ごろから修学旅

行・教育旅行に取り入れられていたことが分かっている． 

これらの国々ではその後も『自己練磨』の理念が継続

しているが，日本においては管理教育が台頭するにつれ

て理念が縮小してしまったことが判明した．その縮小の

結果，現場で修学旅行を実施する教員からも，生徒の自

主性を要望する意見が見受けられるようになった． 

平成に入ってからも学習指導要領そのものには，依然

として『自己練磨』を必要とするという条文は存在して

いない．ただ，2000年以降は総合学習を通じて改めて

「判断力」「生の体験」を重視する修学旅行が復活しつ

 

図-2 2010年前後の若者の出国率（法務省「出入国管理統計

統計表」と総務省「人口推計」「住民基本台帳に基づ

く人口，人口動態及び世帯数調査」より筆者作成） 
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つあることも確認できた．加えて，中には個人で実施す

る旅行においても自分自身で内容を計画して自分しか頼

れない状況で道を進める旅を実行した人も存在し，若者

の旅全般に関して，近年では『自己練磨』が再び求めら

れつつあることが判明した．逆に，『自己練磨型旅行』

を経験した世代は旅への欲求が増加していることも示唆

された．  
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